
第41回　漢字研究会（報告）　　　　　当番幹事　飯田彰一	
1日　時　令和6年4月27日（土）午前10：00～12:00	
2会　場　曳馬協働センター　301会議室	
3出席者　（全員）7人	

学	習	内	容 担当者 時間表

１、「準1級」小テスト実施と回答・自己採点・感想	
出題範囲　　（Ａランクから各10問）	

　　　　漢字の読み（表外の読み）　Ａ①②	
書き取り　（故事・諺）　　Ａ①②	

　「縦(ほしいまま)に行う」、「ご厚意、辱(かたじけな)
い」	
　等。「昔とったキネツカ杵柄」「ソウコウ糟糠の妻」等	
〇気になる漢字　「縦」を何故「ほしいままと読むの
か？」	
　「縦に伸び放題になる」とのｲﾒｰｼﾞから「勝手気儘に振
舞う」という意味の読み方が生まれた。　　　　　　　　　　

(出題担当）	

山﨑さん	

同

10:00～10：25	

（20分）	

（5分）

２、私の好きな故事成語	
鸚鵡能言　不離飛鳥　（禮記「曲禮篇上」より）	

　　　　おうむよくいえども、ひちょうをはなれず	
鸚鵡(おうむ)は人の言葉を真似て話すことはできるが、
飛ぶ鳥であることに変わりはない。口先だけ上手く話せ
ても不言実行など行動と結果を伴うことが重要である。

細谷さん 10：25～10：35	
（10分）

３、自由研究発表	
　①　十干十二支について　木火土金水の兄弟(陽陰)と	
甲乙丙丁戊己庚辛壬癸の十干と、子丑寅卯辰巳午未申
酉戌亥の十二支を組み合わせで60通りあり、これを60
干支と言う。干支の組合せと読み方を学んだ。	
②　今月の漢字　「犬走り」の存在と意義について	
　城の犬走り…鎌倉時代より見られる。城の石垣と堀の

間の狭い空き地を言う。	
　住宅の犬走り…日本家屋は元々雨樋が無かったため、

雨から家を保護するため設けられた。	
　③　NETに見る難読文字	
　　　「お託け(おことづけ)」、「細流(せせらぎ)」、

「雁字搦め(がんじがらめ)」等。やはり難しい！

菰田さん	

今田さん	

細谷さん

10：35～11：10	
（25分）	
（	

（5分）	

（5分）

休　　　　　憩 5分 11：10～11：15

４、漢文に親しむ　　「史記」	
　（1）前回復習　荊軻（P4の(二)「図窮而匕首見」	

1行目～P5の1行目まで）	
　（2）今月の読み込み及び補足講義	
　（P5、1行目「至陛」～13行目「尽失其度」まで）	
　BC228年、燕の刺客の荊軻(けいか)が匕首(短刀)で秦王	
に迫る。いよいよ次月は最終回、暗殺なるか？

菰田さん	

菰田さん

11：15～11：45	
（10分）	

（20分）

５　2024,6月以降の小テスト出題範囲と担当者（案）	
について	
毎月の準1級漢字の小テストはＡランクから順次、出題
してきたが来月5月で丸3巡目を終えるため、この際	
6月以降は新たにＢランクから出題することとする。	
また飯田から毎月の出題範囲(案)と担当者（案）を説明
し、それぞれ決定した。

飯田

11：45～11：55	
（10分）

６　次回の確認　　欠席‥‥今田さん	
① 5月25日（土）10時　曳馬協働ｾﾝﾀｰ201講座室	
② 司会当番：井上さん	
③ 小テスト出題当番(Ａランクからの出題最終回)：飯田	
（出題範囲）熟語等読み方：Ａ①②、故事・諺：Ａ③④	
④ 故事成語当番：山崎さん	
⑤ 自由研究発表　	
⑥ 漢文に親しむ　当番：細谷さん	
（範囲）荊軻Ｐ5.13行目～Ｐ5の最後まで	

⑦ その他　	
細谷代表世話人から2023年度漢字研究会の会計	
報告がなされ、全員了解した。

全　員 11：55～12：00


